














  私は ［何が問題ダカ］ 分かった。
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（１２） a. 花子は ［太郎は健康 ｛ダ／である｝ と］ 思っている。










Urushibara (1993)、 Nishiyama (1999)などで、英語のdo挿入と同様の現象で
あると捉えられている。具体例で示すと、*He ［I ︲s］ not eat applesでは、現
在時制辞 ︲sが残留するので、doが Iに挿入され、He ［I does］ not eat applesと
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（１５） #何が問題 ∅ カ？［↗］
これは、森川（2009: 99）で示したように、余剰性回避の原則（１６）に抵
触しているためである。






















































この「説明」という特性を素性 ［+expl (anation)］ で表すと、主文の平叙文
末のモーダル「である」は、 ［+expl, -Q］ を持つということになる。
　ところが、「である」は、疑問文で用いられた場合、説明とは解釈されな
い。
（２０） a. ?太郎は犯人であるカ？ ［↗］


























 ForceP Mod SH
FocP  Force    ダ
[-Q] 
CP Foc                  
IP C   
太郎／誰が犯人 [ I ∅]   ∅













持つ構造と並行するものである（Hiraiwa and Ishihara (2002)を参照）。





















持つ疑問性の ［+wh］ 素性に関しては、Rizzi (1996) の動的一致（Dynamic 
Agreement）を仮定する。
（２６） Dynamic Agreement:
 　wh-op     X0  =>  wh-op  ［+wh］ X0 
　　　　　　　　　　　　　　 (Rizzi 1996.: 76)
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